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35-
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問
合
先

高
山
市
議
会
　
月
定
例
会
が
開
会
中

12

学
校
施
設
耐
震
化
の
前
倒
し
や
決
算
認
定
な
ど
を
上
程

　

高
山
市
議
会
12
月
定
例
会
が
11
月
30
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で

の
会
期
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
の
初
日
で
は
、
蒲
議
長
と
土
野
市
長
が
そ
れ
ぞ
れ
諸

般
の
報
告
を
行
っ
た
後
、
43
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
市
議
会

議
員
、
特
別
職
・
教
育
長
、
市
職
員
の
給
与
を
引
き
下
げ
る
条

例
改
正
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
9
日
に
は
新
た
に
議
会
改
革
等
に
関
す
る
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
報
告
案
件（
２
件
）

▽
車
両
接
触
事
故
に
関
す
る
損

害
賠
償
額
の
専
決
処
分
の
報
告

○
認
定
案
件（
12
件
）

▽
平
成
20
年
度
高
山
市
一
般
会

計
、
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定

○
条
例
案
件（
７
件
）

▽
高
山
市
議
会
議
員
の
期
末
手

当
を
引
き
下
げ
る
条
例
改
正

▽
高
山
市
特
別
職
・
教
育
長
の

給
与
を
引
き
下
げ
る
条
例
改
正

▽
高
山
市
職
員
の
給
与
を
引
き

下
げ
る
条
例
改
正

○
事
件
案
件（
19
件
）

▽
高
山
市
基
本
構
想
の一
部
改
定

▽
指
定
管
理
者
の
指
定（
丹
生

川
文
化
ホ
ー
ル
、
荘
川
体
育
館
、

一
之
宮
公
民
館
、
久
々
野
公
民

館
、
秋
神
研
修
セ
ン
タ
ー
、
高

根
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
奥

飛
驒
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど

50
施
設
）。
指
定
期
間
は
平
成

22
年
4
月
か
ら
4
年
間
も
し
く

は
5
年
間
で
す
。

○
予
算
案
件（
２
件
）

▽
平
成
21
年
度
高
山
市
一
般
会

計
補
正
予
算

総
額
　
億
6
千
万
円
余
の
一

般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
へ
の
助
成（
生
活
保
護

世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯

へ
の
全
額
助
成
、
妊
婦
や
中

学
3
年
以
下
、
65
歳
以
上
へ

の
助
成
）

・
学
校
施
設
耐
震
化
の
増
額

（
宮
中
校
舎
改
築
や
山
王
小
校

舎
補
強
な
ど
前
倒
し
で
実
施
）

・
子
育
て
環
境
の
整
備（
親
支

援
文
庫
の
設
置
な
ど
）

・
福
祉
医
療
費
の
増
額

▽
平
成
21
年
度
高
山
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
議
員
発
議（
１
件
）

▽
高
山
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
を
引
き
下
げ
る
条
例
改
正

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
初
日
に
報

告
案
件
2
件
と
、
条
例
案
件
5

件
、
議
員
発
議
１
件
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
日
㈪
か
ら
9
日

㈬
に
わ
た
り
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
11
日
㈮
に
総
務

企
画
委
員
会
と
福
祉
保
健
委
員

会
、
14
日
㈪
に
文
教
経
済
委
員

会
、
基
盤
整
備
委
員
会
、
基
本

構
想
審
査
特
別
委
員
会
で
議
案

が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
15
日
㈫
か
ら
予
算

決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

18
日
㈮
の
本
会
議
で
各
委
員
会

の
審
査
結
果
報
告
の
後
、
採
決

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

本
会
議
の
様
子
は
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
、

各
支
所
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　飛驒高山テレ・エフエム（ヒッツFM）が今年4月から
利用者を募集し、製品の不具合のため提供が遅れて
いた「自動起動防災ラジオ（高山防災ラジオ）」のサービ
ス運用が 12月下旬から始まります。遅くなり、ご迷惑
をおかけしました。
　このラジオは、コミュニティFMの電波を利用したサー
ビスで、電源が入っていなくても自動的に起動し、緊
急地震速報や災害情報などの緊急情報をはじめ、行
政情報、学校情報が放送されます。
　市では、災害情報などをすばやく市民のみなさんに
お伝えする手段として、ラジオの利用料（月額300円）
に対して、100円の助成を行って普及促進を図ります。

高山防災ラジオ

サービス運用開始
普及促進に市では利用料を助成し
バックアップ

申込先　最寄りの高山電機商業組合加盟店へ
問合先　飛驒高山テレ・エフエム  257-7765
　　　　（月～金  午前9時～午後5時）
　　　　企画課　235-3134
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